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学校番号 101 

令和３年度 外国語科 シラバス（指導と評価の年間計画） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
英語表現Ⅰ 

（抽出） 
２ 第１学年 

文英堂「GROVE ENGLISH EXPRESSION Ⅰ 」 

文英堂「GROVE ENGLISH EXPRESSION Ⅰ 」 

                             WORKBOOK 

CHART INSTITUTE「LEARNER’S 高校英語」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

抽出授業は下記の学習方法、目標に準じるが、日本語指導が必要であることを踏まえ、個人に応じて調整します。 

英語表現Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつけるために、英文の

構造や文法を理解する授業です。学習した文法などを使って、伝えたい情報や考えなどについて書いたり話したりする

言語活動を多く行います。英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、という

ことを意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して、自分で考えて英作文に積極的に

チャレンジしましょう。。 

英語のリスニング力を高めるために、リスニング練習をします。授業ではペアワークやグループワークも行います。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・前もって準備

したり、辞書等

を使いながら、

日常的な事柄に

ついて基本的な

語や表現を使っ

て、複数の文で

描写することが

できる 

・リズムやイン

トネーションな

どの英語の音声

的な特徴，話す

速度，声の大き

さなどに注意し

ながら話すこと

ができる。 

 

 

 

 

コミュ英Ⅰ 

・インタビ

ューテス

ト 

・レシテーシ

ョン 

・音読テスト 

 

英語表現Ⅰ 

・インタビ

ューテス

ト 

 

・簡単な語や

基礎的な表

現を用い

て、身近な

ことについ

て複数の文

を書くこと

ができる。 

・学習した文

法事項など

の知識を活

用して、場

面、状況に

応じた正し

い文を書く

ことができ

る。 

コミュ英Ⅰ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

英語表現Ⅰ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

・決まった表現等

でゆっくりはっ

きり発話される

身近なトピック

についての内容

を的確に聞き取

ることができ

る。 

・ゆっくりはっき

りと話される基

本的な英文を１

文聞き取った後

でリピートする

ことができる。 

・英語の音声的な

特徴や内容の展

開などに注意し

ながら、概要を

聞きとることが

できる。 

コミュ英Ⅰ 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

英語表現Ⅰ 

リスニング 

 

・簡単な語や表現

で書かれた短い

物語や身近なト

ピックに関する

短い文章を挿絵

や写真を参考に

しながら理解す

ることができ

る。 

・センスグループ

を意識して、適

切なポーズを伴

い音読すること

ができる。 

・内容の要点を示

す語句や文，つ

ながりを示す語

句などに注意し

ながら読むこと

ができる。 

コミュ英Ⅰ 

定期考査 

音読テスト 

 

英語表現Ⅰ 

定期考査 
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３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

 

４ 学習の活動 

 

 

 

 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているか。 

授業中のペアワークの様子を

観察する。 

ワークシートをチェックす

る。 

学習した文法事項などを活用

して、正しい文が書けている

かをワークシートでチェック

する。 

Show&Tell での発表内容を評

価する。 

各レッスンのポイントとなる

発音ができているかをペアワ

ークの音読などで観察する。 

英語の音声の特徴を理解し、

的確に聞き取れているかをリ

スニングテストで確認する。 

内容の要点がつかめているか

を英問英答で確認する。 

 

英語やその運用についての知識

を身に付けているとともに、そ

の背景にある文化などを理解し

ているか。 

定期考査 

単元 

(配当時間) 

題材 

内容 
単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson1 

Lesson2 

（４時間） 

 

SV 

SVC 

SVO 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本語で主語が示されない場

合、 日本語で「～は」「～

が」と表現される語が，英語

では主語に相当しない場合、

天候・時間・ 

 距離・明暗などを表す場合

には，英語でどのような表現

を用いるのかを考え，実際に

文を作り，それを使ってみよ

うとしている． 

解説や Let's Practice! 

の英文を参考に，各々

の表現・文構造・文法

事項を用いて英文を作

る． 

ペアワークにおいて、互いに

協力しながら、英文を作る。 

ペアでの言語活

動を観察する。 

ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

身近な話題に関して，<主語＋

動詞＋…> の構造，天候など

を表す it を用いて正しい英文

を作ることができる． 

例文を声に出して読

み、表現を身につける 

身近な話題に関して<主語＋

動詞＋…> の構造，天候な

どを表す it を用いて正しい

英文を作ることができる． 

ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

<主語＋動詞＋…> の構 

造をもつ英文の意味を的 

確に理解している．特に， 

日本語の場合は主語を省 

略して表現される場合が 

ある点をふまえ，自然な 

日本語の内容をもって解 

釈している． 

解説を理解し，英文を

話す（音読する），書く

といった言語活動を行

う必要に応じて，表

現・文構造・文法につ

いて確認する． 

<主語＋動詞＋…>  

の構造をもつ英文の 

意味を的確に理解し 

ている． 

・定期テストの

筆記テストにお

いて、内容理解

を問う出題によ

り、内容理解が

できているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる <主語 

＋動詞＋…> の構造のほか

に，What do you call ～ in 

English?, be good at, How far 

is it from A to B? などの表現

を習得している． 

解説や Let's Practice!  

の英文を参考に，各々

の表現・文構造・文法

事項を用いて英文を作

る． 

文型の文構造を理解している 教科書の問題を

使って，各文法

事項の用法を理

解し，適切に使

うことができる

かどうかを評価

する． 
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Lesson3 

Lesson4 

（４時間） 

 
現在 

過去 

未来 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

.「現在の状態・習慣」，「過去

の状態・動作・習慣」，「現在

進行中の動作」，「過去に進行

中であった動作」を英語で表

す表現を考え使ってみる。 

また英語で「未来」の意味を
表すにはどのような表現を用
いるのかを考え，実際に文を

作り，それを使ってみようと
する 

教師のオーラル・イン

トロダクション（スモ

ールトーク）を聞いた

り質問に答えたりする

などして，学習内容へ

の関心を高める． 

.「現在の状態・習慣」，「過

去の状態・動作・習慣」，

「現在進行中の動作」，「過

去に進行中であった動作」,

「未来」を英語で表す表現

を考え，実際に文を作り，

それを使ってみようとして

いる． 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

「いつも［よく］～する」（現

在形）②「今～している」（現

在進行形）③ 「過去に～（よ

く）した」（過去形）④ 「過

去に～していた」（過去進行

形）のそれぞれの表現・形式

を使いこなす. will を用いて

「予測・自然の成り行き」や

「意志」の意味を表現する be 

going to do, 現在形, be doing

を用いて「近い未来の予定」

や「前から計画しているこ

と」の意味を表現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確

認する．また完成した

文を音読する． 

「いつも［よく］～する」

（現在形）② 「今～してい

る」（現在進行形）③ 「過

去に～（よく）した」（過去

形）④ 「過去に～してい

た」（過去進行形）のそれぞ

れの表現形式を使いこなし

ている．will を用いて「予

測・自然の成り行き」や

「意志」の意味を表現でき

る. be going to do, 現在形, 

be doing を用いて「近い未

来の予定」や「前から計画

していること」の意味を表

現できる． 

発表を観察す

る。 

ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

「現在形」「現在進行形」「過
去形」「過去進行形」「予測・
自然の成り行き」「意志未来」

「前から計画していること」
「近い未来の予定」について
それぞれの英文の意味を理解

する． 

EXERCISES で，現在

形・現在進行形，過去

形・過去進行形の定着

を図る． 

「現在形」「現在進行 

形」「過去形」「過去進行

形」「予測・自然の成り行

き」「意志未来」「前から計

画していること」「近い未来

の予定」についてそれぞれ

の英文の意味を理解してい

る． 

定期考査の筆

記テストにお

いて、内容理

解を問う出題

により、内容

理解ができて

いるかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる時制の用 

法のほかに，take a  

walk, take a shower[bath], 

turn off 

などの語彙や表現を習得 

する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行

う． 

ポイントとなる時制 

の用法のほかに，take a 

walk, take a  

shower[bath], turn  

off などの語彙や表現 

を習得している． 

定期考査の筆

記テストにお

いて、理解が

できているか

を判断する。 

 

Lessoon5 

（３時間） 

 
助動詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「可能」「許可」「推

量」の意味を表すにはどのよ

うな表現を用いるのかを考

え，実際に文を作り，それを

使ってみようとする． 

教師のオーラル・イン
トロダクション（スモ

ールトーク）を聞いた
り質問に答えたりする
などして，学習内容へ

の関心を高める 

英語で「可能」「許可」「推
量」の意味を表すにはどの

ような表現を用いるのかを
考え，実際に文を作り，そ
れを使ってみようとしてい

る． 

ペアでの言語
活動を観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

can, be able to を用いて「可

能」の意味を表現する．can, 

may を用いて「許可」の意味

を表現する．may, must, 

can't[cannot] を用いて「推

量」の意味を表現する．

should を用いて「助言・義

務」の意味を表現する．must, 

have to を用いて「義務・必

要」の意味を表現する．must 

not[mustn't] を用いて「禁

止」の意味を, don't have to を

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確

認する．また完成した

文を音読する． 

can, be able to を用いて

「可能」の意味を表現して

いる．can, may を用いて

「許可」の意味を表現して

いる．may, must, 

can't[cannot] を用いて「推

量」の意味を表現してい

る．should を用いて「助

言・義務」の意味を表現し

ている．must, have to を用

いて「義務・必要」の意味

を表現している．must 

ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 
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用いて「不必要」の意味を表

現する．may[must, can't /  

cannot]＋have＋過去分詞を用

いて「過去に関する推量」の

意味を表現する．should＋

have＋過去分詞を用いて「過

去に関する後悔」の意味を表

現する． 

not[mustn't] を用いて「禁

止」の意味を, don't have to

を用いて「不必要」の意味

を表現している．

may[must, can't /cannot]＋

have＋過去分詞を用いて

「過去に関する推量」の意

味を表現している should

＋have＋過去分詞を用いて

「過去に関する後悔」の意

味を表現している。 

「外国語理解の能力」 

「可能」「許可」「推量」「助

言・義務」「必要・不必要」

「禁止」「過去に関する推量・

後悔など」の意味に注意し

て，個々の英文の意味を理解

する 

解説を理解し，英文を

話す（音読する），書く

といった言語活動を行

う．必要に応じて，CD

などの音声を活用する 

「可能」「許可」「推量」「助

言・義務」「必要・不必要」

「禁止」「過去に関する推

量・後悔など」の意味に注

意して，個々の英文の意味

を理解している． 

定期テストの
筆記テストの
出題により、

理解ができて
いるかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる助動詞の 

用法のほかに，certainly, 

someday, unicycle, 

unbelievable, in the future, 

professional などの語彙や表現

を習得する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行う 

ポイントとなる助動詞の用

法のほかに，certainly,  

someday, unicycle,  

unbelievable, in the  

future, professional などの

語彙や表現を習得している 

定期テストの
筆記テストの
出題により、

理解ができて
いるかを判断
する。 

Lesson6 

（２時間） 

 

副詞節 

Itの用法 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～するとき」「～なの

で」「もし～ならば」などの副

詞節の意味を表すにはどのよ

うな表現を用いるのか、また

距離・時刻・天候などを It を

主語にして表現することを考

え，実際に文を作り，それを

使ってみようとする． 

教師のオーラル・イン
トロダクション（スモ
ールトーク）を聞いた

り質問に答えたりする
などして，学習内容へ
の関心を高める 

英語で「～するとき」「～な

ので」「もし～ならば」など

の副詞節の意味を表すにはど

のような表現を用いるのか、

また距離・時刻・天候などを

It を主語にして表現するこ

とを考え，実際に文を作り，

それを使ってみようとしてい

る． 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

 

「外国語表現の能力」 

when を用いて「～のとき」

の副詞節の文が作れる。 

because を用いて「～なの

で」の副詞節の文が作れる。, 

if を用いて「もし～すれば」

の副詞節の文で表現する。 

It is で文を始めて、距離・時

刻・天候を表現する。 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確

認する．また完成した

文を音読する． 

when を用いて「～のとき」

の副詞節の文が作れる。 

because を用いて「～なの

で」の副詞節の文が作れ

る。, if を用いて「もし～す

れば」の副詞節の文で表現

している。 

It is で文を始めて、距離・時

刻・天候を表現している。 

相手の発話に

対して適切に

応答すること

ができる。 

「外国語理解の能力」 

「～するとき」「～なので」

「もし～ならば」などの副詞

節の表現、また It を主語にし

た距離・時刻・天候などを表

現の意味に注意して，個々の

英文の意味を理解する 

解説を理解し，英文を

話す（音読する），書く

といった言語活動を行

う．必要に応じて，CD

などの音声を活用する 

「～するとき」「～なので」

「もし～ならば」などの副詞

節の表現、また It を主語に

した距離・時刻・天候などを

表現の意味に注意して，個々

の英文の意味を理解している 

英文の内容に

ついて質問し

て，答えるこ

とができるか

どうかを評価

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる文型のほか

に，arrive, five-minute walk, 

exactly, cloudy などの語彙や

表現を習得する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行う 

ポイントとなる文型のほか

に， arrive, five-minute 

walk, exactly, cloudy などの

語彙や表現を習得している． 

定期テストの

筆記テストに

おいて、理解

ができている

かを判断する 
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Lesson7 

（３時間） 

 

SVO 

SVOO 

SVOC 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「S は C になる［であ

る］」「S は O を～する」「S は

O(人)に O(物)を～する」「S は

O を C にする」「S は O を C

と呼ぶ」の意味を表すにはど

のような表現を用いるのかを

考え，実際に文を作り，それ

を使ってみようとする． 

教師のオーラル・イン
トロダクション（スモ
ールトーク）を聞いた

り質問に答えたりする
などして，学習内容へ
の関心を高める 

英語で「S は C になる［であ

る］」「S は O を～する」「S

は O(人)に O(物)を～する」

「S は O を C にする」「S は

O を C と呼ぶ」の意味を表

すにはどのような表現を用い

るのかを考え，実際に文を作

り，それを使ってみようとし

ている． 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

 

「外国語表現の能力」 

各文型を用いて、その意味を

表現する。 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確

認する．また完成した

文を音読する． 

各文型を用いて、その意味を

表現している。 

相手の発話に

対して適切に

応答すること

ができる。 

「外国語理解の能力」 

文型に注意して，他の人の発

言内容を理解する． 

解説を理解し，英文を

話す（音読する），書く

といった言語活動を行

う．必要に応じて，CD

などの音声を活用する 

文型に注意して，他の人の発

言内容を理解している． 

英文の内容に

ついて質問し

て，答えるこ

とができるか

どうかを評価

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる文型のほか

に，get angry, feel well, look 

healthy, skater などの語彙や

表現を習得する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行う 

ポイントとなる文型のほか

に，get angry, feel well, 

look healthy, skater などの

語彙や表現を習得している． 

定期テストの

筆記テストに

おいて、理解

ができている

かを判断する 

Lesson8 

（３時間） 

 

受け身 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「受け身」の意味を表

すにはどのような表現を用い

るのかを考え，実際に文を作

り，それを使ってみようとす

る． 

教師のオーラル・イン
トロダクション（スモ
ールトーク）を聞いた

り質問に答えたりする
などして，学習内容へ
の関心を高める 

英語で「受け身」の意味を表

すにはどのような表現を用い

るのかを考え，実際に文を作

り，それを使ってみようとし

ている． 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

 

「外国語表現の能力」 

be 動詞＋過去分詞(＋by  

～)，be 動詞＋not＋過去分

詞，Be 動詞＋主語＋過去分詞

～？，助動詞＋be＋過去分

詞，be 動詞＋being＋過去分

詞，have been＋過去分詞を用

いて「受け身」の意味を表現

する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確

認する．また完成した

文を音読する． 

be 動詞＋過去分詞(＋by 

～)，be 動詞＋not＋過去分

詞，Be 動詞＋主語＋過去分

詞～？，助動詞＋be＋過去分

詞，be 動詞＋being＋過去分

詞，have been＋過去分詞を

用いて「受け身」の意味を表

現している． 

ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

定期テストにお

いて、作文を出

題する。 

「外国語理解の能力」 

「受け身」の意味に注意し

て，個々の英文の意味を理解

する． 

解説を理解し，英文を

話す（音読する），書く

といった言語活動を行

う．必要に応じて，CD

などの音声を活用する 

「受け身」の意味に注意し

て，個々の英文の意味を理解

している． 

定期テストの筆

記テストにおい

て、内容理解を

問う出題によ

り、内容理解が

できているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる受け身の用法

のほかに，in simple English, 

graduation ceremony, read 

～ in the original, works, 

make ～ into movies などの

語彙や表現を習得する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行

う． 

ポイントとなる受け身の用法

のほかに，in simple 

English, graduation 

ceremony, read ～ in the 

original, works, make ～ 

into movies などの語彙や表

現を習得している． 

定期テストの

筆記テストに

おいて、理解

ができている

かを判断す

る。 
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Lesson9 

Lesson10 

（４時間） 

 

現在 

完了 

 

現在 

完了 

進行形 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「完了・結果「経験」

「状態の継続」「動作の継続」

の意味を表すにはどのような

表現を用いるのかを考え，実

際に文を作り，それを使って

みようとする． 

教師のオーラル・イン
トロダクション（スモ
ールトーク）を聞いた

り質問に答えたりする
などして，学習内容へ
の関心を高める． 

英語で「完了・結果」「経

験」「状態の継続」「動作の継

続」の意味を表すにはどのよ

うな表現を用いるのかを考

え，実際に文を作り，それを

使ってみようとしている． 

うまく言えな

いことがあっ

ても，別の語

句や表現を使

って言い換え

たりするなど

して，対話を

継続しようと

している。 

「外国語表現の能力」 

have＋過去分詞を用いて「現

在完了」の意味を表現する．

have＋been＋～ing を用いて

「現在［過去］完了進行形」

の意味を表現する． 

 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確

認する．また完成した

文を音読する． 

have＋過去分詞を用いて

「現在完了」の意味を表現す

る．have＋been＋～ing を用

いて「現在［過去］完了進行

形」の意味を表現している。 

相手に質問し

たり，相手の

質問に答えた

りすることが

できる 

「外国語理解の能力」 

他の人が完了形を用いて話し

た［書いた］内容を理解する 

Expression で簡単な自

己表現活動を行う．適

宜質問などを補い，ペ

アワークとしてもよい 

他の人が完了形を用いて話し

た［書いた］内容を理解して

いる。 

英文の内容に

ついて質問し

て，答えるこ

とができるか

どうかを評価

する 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在完了（進行）形の用法の

ほかに，move to, before, 

until, have a fever, not ～ 

either, in the past ～ years, 

a lot などの語彙や表現を習得

する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行う 

現在完了（進行）形の用法の

ほかに，move to, before, 

until, have a fever, not ～ 

either, in the past ～ years, 

a lot などの語彙や表現を習

得している． 

 

各文法事項の

用法を理解

し，適切に使

うことができ

るかどうかを

評価する 

Lesson11 

（２時間） 

 

比較 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で比較の表現を表すため

に、原級・比較級・最上級の

それぞれを使ってどのような

表現すればよいのか考え，実

際に文を作り，それを使って

みようとする． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める． 

英語で比較の表現を表すた

めに、原級・比較級・最上

級のそれぞれを使ってどの

ような表現すればよいのか

考え，実際に文を作り，そ

れを使ってみようとしてい

る． 

 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

as [原級] as を用いて、「…と

同じくらい～」の意味を表現

する． [比較級] than を用い

て、「…よりも～」の意味を表

現する． (the) [最上級] in/of

を用いて、「…のうちで一番

～」の意味を表現する． 

 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

as [原級] as を用いて、「…

と同じくらい～」の意味を

表現する． [比較級] than

を用いて、「…よりも～」の

意味を表現する． (the) [最

上級] in/of を用いて、「…の

うちで一番～」の意味を表

現している． 

相手に質問し

たり，相手の

質問に答えた

りすることが

できる 

「外国語理解の能力」 

比較している対象と比較内容

を、それぞれの表現で区別し

て理解する。最上級について

は No[名詞]が主語の時の意味

を理解し、また比較対象の in

と of の違いを理解する。 

 

Expression で簡単な自

己表現活動を行う．適宜

質問などを補い，ペアワ

ークとしてもよい 

比較している対象と比較内

容を、それぞれの表現で区

別して理解する。最上級に

ついては No[名詞]が主語の

時の意味を理解し、また比

較対象の in と of の違いを

理解している 

 

英文の内容に

ついて質問し

て，答えるこ

とができるか

どうかを評価

する 
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「言語や文化についての知識・理解」 

比較表現のほかに，once, 

plenty of～, vending 

machine, burnable garbage, 

twice a week などの語彙や表

現を習得する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行う 

比較表現のほかに，once, 

plenty of～, vending 

machine, burnable 

garbage, twice a week など

の語彙や表現を習得してい

る． 

各文法事項の

用法を理解

し，適切に使

うことができ

るかどうかを

評価する 

Lesson12 

（３時間） 

 

分詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～している…」や

「～された…」と名詞を説明

する場合や，「～しながら…す

る」，「～しているのを…す

る」などの意味を表すにはそ

れぞれどのような表現を用い

るのかを考え，実際に文を作

り，それを使ってみようとす

る． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「～している…」や

「～された…」と名詞を説

明する場合や，「～しながら

…する」，「～しているのを

…する」などの意味を表す

にはそれぞれどのような表

現を用いるのかを考え，実

際に文を作り，それを使っ

てみようとしている． 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

現在分詞, 過去分詞を用い

て，それぞれ「～している

…」「～された…」と名詞を説

明する表現を行う． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

現在分詞, 過去分詞を用 

いて，それぞれ「～して 

いる…」「～された…」と名

詞を説明する表現を行うこ

とができる． 

ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

現在分詞，過去分詞に注意し

て，個々の英文の意味を理解

する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くと

いった言語活動を行う．

必要に応じて，CD など

の音声を活用する． 

現在分詞，過去分詞に注意

して，個々の英文の意味を

理解している． 

定期テストの

筆記テストに

おいて、内容

理解を問う出

題により、内

容理解ができ

ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる分詞の用 

法のほかに，from behind, 

statue, delicious, import, 

stand in the line, a couple な

どの語彙や表現を習得する 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行う 

ポイントとなる分詞の用 

法のほかに，from behind, 

statue, delicious, import, 

stand in the line, a couple

などの語彙や表現を習得し

ている 

定期テストの

筆記テストに

おいて、理解

ができている

かを判断す

る。 

 

Lesson13 

（２時間） 

 

動名詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～すること」を動名

詞を用いてどのように表現す

るか，そのときの意味上の主

語はどのように表現するか，

また，to-不定詞を用いるとき 

との違いを考え， 実際に文を

作り，それを使ってみようと

する． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「～すること」を動

名詞を用いてどのように表

現するか，そのときの意味

上の主語はどのように表現

するか，また，to-不定詞を

用いるときとの違いを考

え，実際に文を作り，それ

を使ってみようとしてい

る． 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

～ing を用いて「～するこ

と」を英語で表現する． 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

.～ing を用いて「～するこ

と」を英語で表現している 

ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 
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「外国語理解の能力」 

動名詞に注意して，個々の英

文の意味を理解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くと

いった言語活動を行う．

必要に応じて，CD など

の音声を活用する． 

動名詞に注意して，個々の

英文の意味を理解している 

定期テストの

筆記テストに

おいて、内容

理解を問う出

題により、内

容理解ができ

ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる動名詞の用法

のほかに，write back to 

(you), sooner, experience, 

turn down, there is a strong 

possibility of ～ing,  

fantastic などの語彙や 

表現を習得する． 

教師が和文を言い，生徒

がそれに相当する英文を

答える，あるいは，生徒

同士のペアでそのような

活動を行う． 

ポイントとなる動名詞の用

法のほかに，write back to 

(you), sooner, experience, 

turn down, there is a 

strong possibility of ～ing, 

fantastic などの語彙や表現

を習得している． 

定期テストの

筆記テストに

おいて、理解

ができている

かを判断する 

Lesson14 

Lesson16 

Lesson17 

（７時間） 

 

不定詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～すること」「～する

ことは…だ」「～する方法」

「～するための［～すべき］」

「～するために」「～して」な

どや「…に～するよう頼む」

「…が～するのを見る」の意

味を表すにはどのような表現

を用いるのかを考え，実際に

文を作り，それを使ってみ 

ようとする． 

教師のオーラル・イント 

ロダクション（スモール 

トーク）を聞いたり質問 

に答えたりするなどし 

て，学習内容への関心を 

高める 

英語で「～すること」「～する

ことは…だ」「～する方法」「～

するための［～すべき］」「～す

るために」「～して」などや

「…に～するよう頼む」「…が

～するのを見る」の意味を表す

にはどのような表現を用いるの

かを考え、実際に文を作り，そ

れを使ってみようとしている． 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

不定詞の名詞的用法を用いて「～

すること」「～するために」「～し

て」などや「…に～するよう頼

む」「…が～するのを見る」の意

味を表現する．to-不定詞の副詞

的用法を用いて「目的・原因」

「判断の理由」などまた，「～す

ることは…だ」は形式主語構文 

<It is ... to ～> を，「～しないこ

と」は不定詞の否定形 <not to 

～> を，「A が～することは…

だ」は不定詞の意味上の主語を含

む <It is ... for A to ～> を用い

て，それぞれ表現する 

EXERCISES の各問題 

に解答する．適宜，表 

現・文構造・文法を確認 

する．また完成した文を 

音読する． 

不定詞の名詞的用法を用い

て「～すること」の意味を

表現する．また，「～するこ

とは…だ」は形式主語構文 

<It is ... to ～> を，「～し

ないこと」は不定詞の否定

形 <not to ～> を，「A が

～することは…だ」は不定

詞の意味上の主語を含む 

<It is ... for A to ～> を用

いて，それぞれ表現してい

る 

ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

不定詞の「名詞的用法」「形容

詞的用法」「疑問詞＋to-不定

詞」また to-不定詞の副詞的用

法や原形不定詞の用法に注意

して，個々の英文の意味を理

解する． 

解説を理解し，英文を話 

す（音読する），書くと

いった言語活動を行う．

必要に応じて，CD など

の音声を活用する． 

不定詞の「名詞的用法」「形容

詞的用法」「疑問詞＋to-不定

詞」 to-不定詞の副詞的用法や

原形不定詞の用法に注意して，

個々の英文の意味を理解してい

る．の意味に注意して，個々の

英文の意味を理解している． 

定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる不定詞の用法

のほかに，fill in the form, 

composer, compose music, 

global warming, save  

electricity などの語彙や表現

を習得する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるい

は，生徒同士のペアで

そのような活動を行う 

ポイントとなる不定詞の用

法のほかに，fill in the 

form, composer, compose 

music, global warming, 

save electricity などの語彙

や表現を習得している． 

定期テストの筆

記テストにおい

て、内容理解を

問う出題によ

り、内容理解が

できているかを

判断する。 
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Lesson15 

（２時間） 

 

that 節 

 

疑 問 詞

節 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語で「～だと思う」などの

節を内容とする意味を表すに

はどのような表現を用いるの

か、また疑問詞を用いた節を

内容とする意味を表現するこ

とを考え，実際に文を作り，

それを使ってみようとする． 

教師のオーラル・イント

ロダクション（スモール

トーク）を聞いたり質問

に答えたりするなどし

て，学習内容への関心を

高める 

英語で「～だと思う」など

の節を内容とする意味を表

すにはどのような表現を用

いるのか、また疑問詞を用

いた節を内容とする意味を

表現することを考え，実際

に文を作り，それを使って

みようとしている。． 

ペアでの言語

活動を観察す

る。 

 

「外国語表現の能力」 

that を用いて「～というこ

と」の that 節の文が作れる。 

what, who, which, when, 

where, how などの疑問詞用い

て疑問詞節を含んだ文が作れ

る。 

 

EXERCISES の各問題

に解答する．適宜，表

現・文構造・文法を確

認する．また完成した

文を音読する． 

that を用いて「～というこ

と」の that 節の文が作れて

いる。 what, who, which, 

when, where, how などの疑

問詞用いて疑問詞節を含ん

だ文が作れている。 

 

相手の発話に

対して適切に

応答すること

ができる。 

「外国語理解の能力」 

さまざまな動詞における that

節の表現が理解する。また疑

問詞の種類に応じて疑問詞節

を含む，個々の英文の意味を

理解する 

解説を理解し，英文を話

す（音読する），書くと

いった言語活動を行う．

必要に応じて，CD など

の音声を活用する 

さまざまな動詞における

that 節の表現が理解する。

また疑問詞の種類に応じて

疑問詞節を含む，個々の英

文の意味を理解している 

英文の内容に

ついて質問し

て，答えるこ

とができるか

どうかを評価

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ポイントとなる文型のほか

に，sweater, taste, clerk, a 

pair of ～, badly などの語彙

や表現を習得する． 

教師が和文を言い，生 

徒がそれに相当する英 

文を答える，あるいは，

生徒同士のペアでその

ような活動を行う 

ポイントとなる文型のほか

に，sweater, taste, clerk, a 

pair of ～, badly などの語

彙や表現を習得している． 

定期テストの

筆記テストに

おいて、理解

ができている

かを判断する 


